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◆平成２７年度決算を認
定

　事業の成果と進行状
況を審査

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P14

P10

7月臨時会
9月定例会

▲１０月１日に初開催 県内のお祭りが熱い競演！



防災体制の強化や子育て支援の充実で
安全・安心のまちづくり

事業の成果と進行状況を審査

　　　　�  358億　453万円
（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　�  106億5,990万円
（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　　　　�  122億7,493万円
（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　�  79億　450万円
（長期間使われる公共施設の整備などにかかる借入金）

　　　　　�  65億6,605万円
（預金利子や各種貸付金の元利収入など）

　　　　　�  193億1,666万円
（県支出金、地方譲与税・交付金、使用料および手数料など）

①市税

②地方交付税

③国庫支出金

④市債

⑤諸収入

⑥その他

　　　　　�  331億4,821万円
（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　�  119億7,289万円
（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　�  112億4,765万円
（学校の建設・改修、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

　　　　　　　　　�  88億5,935万円
（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　�  86億2,858万円
（市債の返還にかかる経費。うち利子分10億4,058万円を含む。）

　　　　　�  166億6,573万円
（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

①民生費

②土木費

③教育費

④議会費・総務費

⑤公債費

⑥その他

一般会計歳入
925億2,657万円

一般会計歳出
905億2,241万円

市税
38.7％

市債
8.5％

民生費
36.6％

議会費・総務費
9.8％

国庫支出金
13.3％

諸収入
7.1％

土木費
13.2％

公債費
9.5％

地方交付税
11.5％

その他
20.9％

教育費
12.4％

その他
18.5％
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入
場
者
の
う
ち
、
市
民
は

ど
の
く
ら
い
参
加
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
年
代
別
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
が
約
３
割
、‌

県
内
が
約
２
割
で
、
入
場
者
の
約

５
割
が
県
内
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

２０
代
か
ら
７０
代
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
参
加
が
見
ら
れ
、
２
０
１
３

年
ま
で
と
比
較
す
る
と
山
形
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

開
催
費
補
助
事
業�

９
９
８
４
万
円

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
国
際

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
に

対
し
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

文
化
振
興
課
長

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
若
い

世
代
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
市
民
の
参
加
を
よ
り
増
や

す
方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
専
門
性
の
高
い

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
質
を

保
っ
た
ま
ま
、
市
民
と
の
親
和
性

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
、
若
い
世
代
に
浸
透
す
る
映

画
祭
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
内
会
連
合
会
を
つ
く
る

な
ど
、
自
治
推
進
委
員
制
度
の
見

直
し
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
自
治
推
進
委
員
に
は
、‌

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

市
政
情
報
を
地
域
に
発
信
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
現
時

点
で
は
、
こ
の
方
法
が
良
い
と
考

え
て
い
る
が
、
町
内
会
連
合
会
の

設
置
は
、
自
治
推
進
委
員
の
在
り

方
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

委
員

文
化
振
興
課
長

自
治
推
進
委
員
長
連
絡
協
議
会

運
営
事
業�

３
９
２
９
万
円

　
自
治
推
進
委
員
を
委
嘱
し
、

地
区
自
治
推
進
委
員
会
の
運
営

を
円
滑
に
す
る
た
め
の
研
修
や

会
議
な
ど
の
運
営
経
費
を
支
給

し
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

▲若い世代の参加が増えているドキュメンタリー映画祭

平成27年度決算を認定

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また参考として、各
会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化比率 市債および企業債残高（平成２７年度末現在）
一 般 会 計 ９４５億８，７６３万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計 ２，７５４万円
区 画 整 理 事 業 会 計 ５３億８，４２２万円
駐 車 場 事 業 会 計 ３，７３８万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△１８．９８％）

２０．０％

４億　 １９万円
農業集落排水事業会計 なし（△ ９．１６％） １４億２，８６０万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△６６．７６％） １８０億６，４６４万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△２４．９８％） ９６５億　４６０万円
市立病院済生館事業会計 なし（△３８．５２％） ５３億４，８５５万円
合　　　　　　　計 ２，２１７億８，３３５万円

※‌‌実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお、参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※‌‌いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお、参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で併記しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△３．６４％） なし（△２１．７２％）  ８．６％  ７０．６％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％
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自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

が
８１
・
１
％
に
上
昇
し
て
い
る
が
、

高
齢
な
ど
の
理
由
で
つ
く
れ
な
い

と
こ
ろ
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
化
や
町
内

会
の
規
模
が
小
さ
く
組
織
を
つ
く

れ
な
い
場
合
は
、
隣
の
町
内
会
と

合
同
で
の
組
織
化
な
ど
を
勧
め
て

い
る
。

自
主
防
災
会
防
災
資
器
材
整

備
事
業�

５
８
５
万
円

　
自
主
防
災
組
織
の
防
災
資
器

材
購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
補
助
金
を
交
付
す
る
だ
け
で
な

く
、
市
が
仕
事
探
し
に
も
関
わ
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
で
行
っ
て

い
る
業
務
の
中
で
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
も
活
用
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
を
検
討
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
事
業�

２
４
１
３
万
円

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
機

会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

行
っ
た
事
業
へ
補
助
し
ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度

は
８
支
部
で
６５
台
が
活
動

防
犯
・
暴
力
追
放
推
進

事
務�

２
２
３
９
万
円

　
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
確
保
の
た
め
関
係

団
体
な
ど
へ
補
助
し
ま

し
た
。

委
員

市
民
課
長

し
、
７
支
部
か
ら
４５
台
の
補
助
申

請
が
あ
っ
た
。
補
助
制
度
開
始
２

年
目
と
な
る
２８
年
度
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
２９
年
度
も
同
様
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
相
談
を
受
け
た
後
の
具
体

的
な
解
決
に
向
け
た
計
画
は
あ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

問
題
が
違
う
た
め
、
そ
の
都
度

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
相
談
し
な

が
ら
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
　
　
所
得
制
限
が
あ
る
が
、
制

度
の
主
旨
か
ら
所
得
制
限
は
無
く

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
の
人
に

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

�

１
７
３
７
万
円

　
子
育
て
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
に
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、

育
児
を
支
援
し
ま
し
た
。

委
員

健
康
課
長

健
や
か
教
育
手
当
支
給
事
務

�

４
２
２
６
万
円

　
両
親
ま
た
は
父
母
の
一
方
が

い
な
い
状
態
に
あ
る
児
童
の
教

育
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

手
当
を
支
給
し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

受
給
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
市
の

単
独
事
業
で
あ
る
た
め
、
条
件
を

緩
和
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
よ
る
施
設
整
備
は
、
目
標

ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
や
民
間

施
設
の
利
活
用
を
進
め
て
お
り
、

平
成
２８
年
度
も
小
学
校
へ
の
増
設

の
ほ
か
、
民
間
施
設
を
借
り
た
い

と
の
申
し
出
も
あ
る
。
目
標
達
成

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

�

５
億
２
１
３
９
万
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

委
託
と
環
境
整
備
を
実
施
し
ま

し
た
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
生
活
保
護
世
帯
が
増
え
て

い
る
中
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
は
１

回
の
支
援
期
間
を
１
カ
月
で
行
っ

て
い
た
が
、
２８
年
は
長
期
の
方
で

期
間
を
３
カ
月
く
ら
い
に
延
ば
す

な
ど
、
仕
事
の
内
容
も
工
夫
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
就
労
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業

�

９
５
０
万
円

　
働
く
能
力
が
あ
る
も
の
の
、就‌

労
し
て
い
な
い
生
活
保
護
受
給

者
に
就
労
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

　
　
　
選
挙
公
報
の
配
布
が
遅
い

と
の
声
が
あ
る
。
期
日
前
投
票
の

利
用
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、も�

う
少
し
早
く
配
布
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
で
執
行
す
る

選
挙
は
条
例
で
選
挙
期
日
の
前
日

ま
で
に
配
布
、
そ
れ
以
外
は
公
職

選
挙
法
で
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま

で
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
次
回
の
選
挙
か
ら
は
、
現
行

制
度
の
中
で
配
達
方
法
を
検
討
し
、

早
く
配
達
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

選
挙
費

�

２
億
４
０
３
６
万
円

　
市
議
会
議
員
選
挙
や
市
長
選

挙
な
ど
に
要
し
た
費
用
で
す
。

委
員

選
管
事
務
局
長

　
　
　
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　
　
講
師
に
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
を
迎
え
た
６
次
産

業
学
習
塾
の
開
催
や
、
仙
台
市
の

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
な
ど
を
視
察

し
た
ほ
か
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
余
剰
野
菜
を
利
用
し
た
漬
物
加

工
や
乾
燥
野
菜
を
使
っ
た
商
品
開

６
次
産
業
化
促
進
支
援
事
業

�

４０
万
円

　
農
畜
産
物
の
加
工
・
販
売
な

ど
の
総
合
産
業
化
や
経
営
戦
略

を
学
ぶ
研
修
会
の
開
催
、
自
家

生
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
開

発
な
ど
に
支
援
し
ま
し
た
。

委
員

農
政
課
長

▲子育て支援の充実を図る放課後児童クラブ

▲選挙公報の早期配布を
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
補
助
金
を
交
付
す
る
だ
け
で
な

く
、
市
が
仕
事
探
し
に
も
関
わ
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
で
行
っ
て

い
る
業
務
の
中
で
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
も
活
用
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
を
検
討
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
事
業�

２
４
１
３
万
円

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
機

会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

行
っ
た
事
業
へ
補
助
し
ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

発
に
補
助
を
し
た
。

　
　
　
作
物
へ
の
被
害
が

増
え
て
お
り
、
駆
除
す
る

体
制
を
強
化
す
べ
き
と
の

声
も
あ
る
が
、
現
状
を
踏

ま
え
て
の
対
策
は
ど
う
か
。

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策

事
業�

１
６
８
９
万
円

　
食
害
防
護
網
の
設
置

や
有
害
鳥
獣
の
駆
除
な

ど
の
設
備
導
入
に
対
し

助
成
し
ま
し
た
。

委
員

　
　
　
　
　
有
害
鳥
獣
の
被
害
防

止
へ
の
対
処
と
し
て
、
追
払
い
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

電
気
柵
等
設
置
へ
の
補
助
や
大
型

捕
獲
檻
を
設
置
し
た
。

　
　
　
山
形
五
堰
の
管
理
を
、
周

辺
町
内
会
な
ど
の
関
係
者
か
ら
も

協
力
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
民
か
ら
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
年
一

回
、
五
堰
の
水
利
組
合
だ
け
で
な

く
、
近
隣
の
住
民
２
５
０
人
ほ
ど

が
参
加
す
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　
補
助
枠
は
す
ぐ
に
埋
ま
っ

た
の
か
。
ま
た
、
申
し
込
み
は
先

着
順
と
な
る
の
か
。

農
政
課
長

五
堰
整
備
事
業

�

６
１
８
万
円

　
水
路
に
堆
積
し
た
土
砂
上
げ

や
草
刈
り
、
老
朽
化
し
た
石
積

水
路
と
親
水
広
場
の
改
修
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

農
村
整
備
課
長

市
産
材
利
用
拡
大
促
進
事
業

�
１
２
０
２
万
円

　
市
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住

宅
に
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

　
　
　
事
業
終
了
後
の
観
光
客
数

の
落
ち
込
み
が
心
配
さ
れ
て
い
た

が
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
春
に

蔵
王
山
に
火
山
警
報
が
発
令
さ
れ
、

蔵
王
温
泉
の
入
込
数
は
２６
年
度
の

約
６
割
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
６

月
下
旬
か
ら
旅
行
会
社
な
ど
と
の

打
ち
合
わ
せ
の
上
、
ま
る
ご
と
プ

レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
を
夏
場
か
ら
冬

場
に
か
け
て
実
施
し
た
結
果
、
２７

年
度
の
入
込
数
は
２６
年
度
と
比
べ

て
、
若
干
下
回
る
程
度
に
ま
で
持

ち
直
し
た
。

と
連
携
し
、
山
形
へ
の
交
通
手

段
や
現
地
プ
ラ
ン
の
経
費
を
支

援
し
ま
し
た
。

委
員

観
光
物
産
課
長

　
　
　
増
築
部
分
と
校
舎
と
の
接

続
方
法
を
新
築
当
初
の
設
計
か
ら

変
更
し
た
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
の
設

計
で
は
、
増
築
部
分
と
校
舎
を
直

接
接
続
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
建

築
基
準
法
が
変
わ
り
、
そ
の
手
法

が
と
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
渡
り

廊
下
で
の
接
続
と
し
た
。

第
九
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

�

１
億
７
２
３
６
万
円

　
児
童
の
増
加
に
よ
り
教
室
が

不
足
す
る
た
め
、
校
舎
を
増
築

し
ま
し
た
。

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

　
　
　
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　
　
講
師
に
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
を
迎
え
た
６
次
産

業
学
習
塾
の
開
催
や
、
仙
台
市
の

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
な
ど
を
視
察

し
た
ほ
か
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
余
剰
野
菜
を
利
用
し
た
漬
物
加

工
や
乾
燥
野
菜
を
使
っ
た
商
品
開

６
次
産
業
化
促
進
支
援
事
業

�

４０
万
円

　
農
畜
産
物
の
加
工
・
販
売
な

ど
の
総
合
産
業
化
や
経
営
戦
略

を
学
ぶ
研
修
会
の
開
催
、
自
家

生
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
開

発
な
ど
に
支
援
し
ま
し
た
。

委
員

農
政
課
長

▲増築された第九小学校の校舎

▲進む６次産業化

　
　
　
　
　
　
　
補
助
枠

は
２５
件
分
あ
り
全
て
埋

ま
っ
た
が
、
３
月
に
１
件

辞
退
が
あ
り
、
補
助
金
を

交
付
し
た
の
は
２４
件
と

な
っ
た
。
申
し
込
み
は
先

着
順
と
な
る
。

森
林
整
備
課
長

ま
る
ご
と
プ
レ
ミ
ア
ム

ツ
ア
ー
事
業

�

１
億
１
１
４
万
円

　
県
が
実
施
す
る
ふ
る

さ
と
山
形
四
季
旅
事
業
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参
加
者
が
増
え
て
す
ぐ
に

募
集
人
員
に
達
す
る
よ
う
だ
が
、

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
に
、
寄
付

し
た
人
が
参
加
で
き
る
特
別
枠
の

設
定
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
受
付
開
始
か
ら
４
日
で

募
集
人
員
に
達
す
る
な
ど
好
調
で

あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
特
別
枠
で

の
募
集
は
考
え
て
い
な
い
。

山
形
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
事
業�

３
３
０
０
万
円

　
平
成
２７
年
１０
月
４
日
に
第
３

回
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
建
築
か
ら
７
年
経

過
し
た
が
、
設
備
な
ど
に

問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
託
先
で
あ
る
株
式
会
社

山
形
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス

と
毎
月
１
回
会
議
を
開
い

て
、
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
た
め
、問
題
は
な
い
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
衛
生
管
理
、

献
立
の
作
成
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
街
な
か
の
カ
ラ
ス
対
策
に

も
、
農
林
水
産
省
の
補
助
制
度
を

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
農
林
部
と
協
議
し
な

が
ら
制
度
を
精
査
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
風
呂
釜
の
安

全
点
検
や
浴
室
改
修
の
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
設
置
か
ら
１１
年

経
過
し
た
風
呂
釜
の
安
全
点
検
を

実
施
し
て
お
り
、
危
険
と
判
断
し

た
も
の
は
交
換
し
て
い
る
。
浴
槽

未
設
置
住
宅
に
は
、
新
し
く
入
居

す
る
際
に
必
ず
設
置
し
て
お
り
、

平
成
２７
年
度
は
２８
戸
に
設
置
し
て

い
る
。

自
然
環
境
保
護
事
業

�

２
５
６
万
円

　
自
然
環
境
保
全
活
動
の
促
進

や
野
生
鳥
獣
の
保
護
、
有
害
鳥

獣
対
策
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

環
境
課
長

市
営
住
宅
風
呂
釜
点
検
・
浴
室

改
修
事
業�

９
８
７
万
円

　
風
呂
釜
の
未
設
置
住
宅
へ
の

設
置
と
既
設
住
宅
の
安
全
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　
現
在
の
入
居
者
で
浴
槽
の

な
い
方
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
浴
槽
を
設
置
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　
事
業
へ
の
申
し
込
み
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
の

倍
率
は
、
県
・
市
補
助
が
１
・
５２

倍
、
市
補
助
が
２
・
１８
倍
と
な
っ

て
い
る
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業�

１
億
２
３
６
６
万
円

　
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
方

を
対
象
に
、
補
助
金
を
支
出
し

ま
し
た
。

委
員

建
築
指
導
課
長

　
　
　
道
路
補
修
な
ど
を
各
地
区

の
要
望
通
り
行
う
と
す
れ
ば
、
費

用
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
、
数
多
く

の
要
望
が
あ
り
、
全
て
を
実
施
す

れ
ば
、
相
当
の
事
業
費
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
　
　
要
望
が
あ
れ
ば
当
初
予
算

に
計
上
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
年
度
の
途
中
に

お
い
て
も
各
地
区
か
ら
さ
ま
ざ
ま

道
路
維
持
補
修
事
業

�

５
億
４
２
８
６
万
円

　
市
道
な
ど
の
舗
装
、
側
溝
や

水
路
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
全
国
大
会
出
場
奨
励
費
の

基
準
を
明
確
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
準
の
見

直
し
の
必
要
性
や
、
透
明
性
の
確

保
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
他
市
の
状
況
を
調
査
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
大
会
出
場
奨
励
費

�

３
４
０
９
万
円

　
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る

チ
ー
ム
お
よ
び
個
人
に
対
し
、

奨
励
費
を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

業
務�

１０
億
１
９
１
８
万
円

▲カラス対策に有効な手立てを

▲毎年多くのランナーが参加する山形まるごとマラソン
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な
要
望
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

通
り
緊
急
性
や
重
要
性
、
必
要
性

の
高
い
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
付

け
て
、
予
算
規
模
の
範
囲
内
で
実

施
し
て
い
く
。

　
　
　
本
当
に
危
険
な
家
屋
に
は
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
法
律
に
基
づ
き
、‌

助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
、
代

執
行
を
順
次
進
め
て
い
く
が
、
相

当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

空
き
家
対
策
事
業

�
１
４
４
万
円

　
空
き
家
を
除
却
し
た
所
有
者

を
対
象
に
補
助
し
ま
し
た
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

都
合
は
生
じ
て
い
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
具
体
的
な

成
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２７
年
度

は
済
生
会
と
悠
愛
会
に
委

託
し
８
カ
月
間
活
動
し
た
。

相
談
件
数
が
５３
件
、
訪
問

者
数
が
３３
人
で
、
１２
人
が

支
援
を
終
了
し
て
い
る
。

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
市
場
の
指
定
管
理
者
制
度

へ
の
移
行
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
内
事
業

者
で
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
長
は
人
口
３０
万
人
都
市

を
掲
げ
、
数
年
で
約
４
０
０
０
人

の
人
口
増
加
を
目
標
と
し
て
い
る
。

契
約
戸
数
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る

が
、
社
会
資
本
整
備
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
浄
水
施
設
は
、

現
在
の
施
設
で
３０
万
人
分
を
十
分

賄
え
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
水
道
管
は
ど
の
く
ら
い
を

め
ど
に
更
新
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
も
の
は
順
次
更
新
し
て
い

る
。

　
　
　
下
水
道
を
利
用
し
て
い
な

い
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
約
６
５
０
０
戸
あ
る

と
把
握
し
て
い
る
。

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

水
道
事
業

委
員

上
下
水
道
部
長

委
員

水
道
建
設
課
長

公
共
下
水
道
事
業

委
員

営
業
課
長

　
　
　
さ
ら
な
る
未
収
金
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度

に
夜
間
・
救
急
時
の
支
払
い
対
応

の
た
め
の
機
器
を
導
入
し
、
２８
年

度
か
ら
は
無
保
険
者
の
保
険
証
取

得
の
手
助
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
を
更
に
進
め
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
平
成
２７
年
３
月
か
ら
総
合

事
業
に
移
行
し
た
が
、
今
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
方
に
不

病
院
事
業

委
員

済
生
館
管
理
課
長

介
護
保
険
事
業

委
員▲介護予防で健康元気！

平成 27年度  決算監査意見書要旨
　一般会計の歳入において、自主財源の根幹となる市税
は、前年度比でわずかに増加したものの、今後とも市税
の確保に努めるとともに、受益者負担の適正化、財産の
有効活用を図るなど、一層の歳入確保に努められたい。
　一方、歳出においては、今後も社会保障関連の扶助費
や公債費のほか、体育施設など大規模な施設整備費用や
中核市移行による新しい行政需要に対応する費用などの
増加が見込まれる。
　新たに策定された「山形市発展計画」に掲げる諸施策
の実施にあたっては、「第５次行財政改革プラン」に示
された継続的な健全財政の堅持に十分考慮して取り組ま
れるよう要望する。

一
般
・
特
別

　済生館は、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点
病院として、地域医療機関と連携強化を図りながら、質
の高い高度医療の提供に取り組んでいる。今後も病院機
能や診療体制の更なる充実に向け、引き続き努力されたい。
　また、新たに策定された平成２８年度から平成３０年度に
おける「済生館３カ年計画」に掲げる諸施策の着実な実
現に向けて、経営の効率化を図り、健全な病院運営に取
り組まれるよう要望する。

済
生
館

　水道事業では耐用年数を迎える配水管や浄配水施設の
更新等に係る建設改良費の計上が引き続き見込まれるこ
となどから、今後とも費用の節減に取り組まれるととも
に、一層の経営効率化に努められたい。
　また、災害時に安全で安定した水供給を図るため、主
要３水系の水融通バックアップ体制の強化や最上川中部
水道企業団との連絡管整備等に取り組まれており、今後
とも「山形市上下水道事業基本計画」に掲げる施策の着
実な実現に向けて、効率的な事業経営に取り組まれたい。

水

道

　単独公共下水道事業（山形市浄化センター処理区）は
供用を開始してから平成２７年度で５０年を迎え、管路施設
等は今後、順次耐用年数を経過することとなり、本格的
な改築更新の時代に突入する。今後とも「山形市上下水
道事業基本計画」に掲げる施策の着実な実現に向けて、
効率的な事業経営に取り組まれたい。
　また、未収金対策については、これまでも納付方法の
多様化や利便性の向上を図っているが、受益者負担の公
平性を確保するためにも、今後も一層の未収金対策に努
められたい。

公
共
下
水
道
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に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
指
す
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算
　
　
　
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

第
一
小
学
校
旧
校
舎
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業�

１
０
６
９
万
円

　
第
一
小
学
校
旧
校
舎
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
、
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

委
員

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
建
物
に

大
規
模
改
修
を
加
え
な
が
ら
、
別

の
用
途
な
ど
に
使
用
す
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
公
民
連
携
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定

す
る
。
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

東
京
や
横
浜
で
の
成
功
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
障
が
い
者
芸
術

に
も
対
応
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ア

ト
リ
エ
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

企
画
調
整
部
長

　
　
　
外
国
人
観
光
誘
客
推
進
事

業
と
の
連
携
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
両
事
業
に
台
湾

が
相
手
先
と
し
て
入
っ
て
い
る
た

め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
要
望
活
動
を
連
携
し
な
が
ら
、

１２
月
頃
を
め
ど
に
同
じ
日
程
で
行

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
手
続
き
は
ど
こ
で
行
う
の

か
。

　
　
　
　
　
９
月
末
ま
で
に
接
種

し
た
人
は
健
康
課
で
行
い
、
１０
月

以
降
に
接
種
す
る
１
歳
か
ら
４
歳

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
活
用
事
業�

９
３
０
万
円

　
サ
モ
ア
独
立
国
・
台
湾
・
タ

イ
王
国
へ
、
事
前
合
宿
な
ど
の

誘
致
や
物
産
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
事
業

�

３
４
３
９
万
円

　
１０
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
１
歳

未
満
児
へ
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
化
に
合
わ
せ
、

１０
月
１
日
前
に
接
種
し
た
１
歳

未
満
児
へ
費
用
の
全
額
、
１
歳

か
ら
３
歳
児
ま
で
は
費
用
の
一

部
を
市
独
自
に
助
成
し
ま
す
。

委
員

健
康
課
長

　
　
　
蔵
王
の
樹
氷
の
状
態
が
悪

化
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１２
月
初
旬
は
降

雪
が
少
な
く
、
２
月
に
は
気
温
の

上
昇
で
雨
が
降
り
、
樹
氷
が
一
斉

に
落
ち
る
と
い
う
状
況
が
何
年
間

か
続
い
て
い
る
。
ア
オ
モ
リ
ト
ド

マ
ツ
へ
の
蛾
の
被
害
も
あ
り
、
被

害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
誘
客
推
進
事
業

�

１
７
０
９
万
円

　
海
外
の
旅
行
事
業
者
を
対
象

に
樹
氷
視
察
ツ
ア
ー
や
案
内
誘

導
サ
イ
ン
を
多
言
語
化
し
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

　
　
　
県
有
地
を
市
で
取
得
し
た

後
に
企
業
へ
売
却
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
県
が
直
接
企
業
に
売
却
す

る
の
で
は
な
く
、
市
が
取
得
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
に
対
し
、
企

業
か
ら
新
製
品
の
受
注
の
め
ど
が

立
ち
つ
つ
あ
り
、
事
業
用
地
と
し

て
該
当
の
県
有
地
を
ぜ
ひ
取
得
し

た
い
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。
そ
れ

立
谷
川
工
業
団
地
土
地
利
用

推
進
事
業�

６
３
６
万
円

　
立
谷
川
工
業
団
地
に
隣
接
す

る
県
有
地
を
活
用
し
、
工
業
団

地
内
企
業
の
工
場
の
増
設
を
支

援
し
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

未
満
児
は
、
接
種
機
関
の

窓
口
で
助
成
額
を
差
し
引

く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
９
月
３０
日
ま
で
に

接
種
し
た
人
に
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
領
収
書
が
あ

る
方
に
は
実
費
で
補
助
す

る
。
領
収
書
を
な
く
し
た

方
に
は
、
母
子
健
康
手
帳

で
接
種
状
況
を
確
認
の
上
、

市
で
定
め
る
額
を
補
助
し

て
い
く
。

委
員

健
康
課
長

９月の主な補正予算
一般会計 １４億９２６万円

●道路維持補修経費
　�  １億５，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●Ｂ型肝炎予防接種事業
　�  ３，４３９万円

●都市計画道路旅篭町八日町線（本町工区）
　周辺道路整備事業　�  ２，６９０万円

●外国人観光誘客推進事業
　�  １，７０９万円

●第一小学校旧校舎リノベーション事業
　�  １，０６９万円

●ホストタウン等東京オリンピック・
　パラリンピック活用事業　�  ９３０万円

▲自然環境の変化に苦慮するスノーモンスター
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を
県
に
伝
え
協
議
し
た
結
果
、
こ

の
よ
う
な
対
応
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
山
形
ま
な
び
館
西
側
の
代

替
用
地
周
辺
は
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
代
替
用
地
周
辺

の
道
路
は
非
常
に
狭
く
、
山
形
ま

な
び
館
暫
定
駐
車
場
の
西
側
は
、

都
市
計
画
道
路
旅
篭
町
八
日

町
線（
本
町
工
区
）周
辺
道
路

整
備
事
業�
２
６
９
０
万
円

　
都
市
計
画
道
路
旅
篭
町
八
日

町
線
の
整
備
推
進
の
た
め
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

私
用
地
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な

道
路
は
、
事
業
を
進
め
て
い
る
旅

篭
町
八
日
町
線
か
ら
コ
の
字
型
に

周
辺
を
囲
む
よ
う
に
幅
員
を
６
ｍ

で
整
備
し
、
駐
車
場
西
側
の
私
用

地
は
、
市
道
と
し
て
整
備
し
て
い

く
。

　
　
　
清
住
公
園
は
ど
こ
に
整
備

清
住
公
園
整
備
用
地
取
得
事

業
の
債※

務
負
担
行
為

　
公
園
空
白
区
域
の
解
消
に
向

け
、
清
住
公
園
の
整
備
に
か
か

る
用
地
取
得
の
、
平
成
２９
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

委
員

す
る
の
か
。
ま
た
、
用
地

の
取
得
金
額
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
元
日
本

た
ば
こ
産
業
山
形
営
業
所

の
東
側
道
路
を
挟
ん
だ
畑

地
へ
の
整
備
を
考
え
て
い

る
。
近
傍
類
地
の
不
動
産

取
引
価
格
な
ど
を
参
考
に
、

不
動
産
鑑
定
を
行
っ
た
上

で
、
金
額
を
決
め
る
こ
と

に
な
る
。

公
園
緑
地
課
長

▲整備を進めている都市計画道路旅篭町八日町線

市政トピックス ～山形版ＤＭＯにより
　　交流人口の増加と地域活性化を目指しています～

　本市では、国の「地域活性化・地域住民生活等緊急
支援交付金」を活用し、平成２７年１２月に「山形・上山・
天童三市連携観光地域づくり推進協議会」を設立して
います。また、地域観光資源のマーケティング・ブラ
ンディング・プロモーションを担い、観光客集客事業、
サービスの品質管理、観光戦略立案や事業計画のマネ
ジメント機能を兼ね備え、販売・申込・受注・手配・
精算などを行う民間を主体とした「（仮称）株式会社
ＤＭＣやまがた」を平成２９年３月までに設立すること
としています。
　この株式会社と昨年設立した推進協議会が連携して

「山形版ＤＭＯ」を構築することで、観光客などの交
流人口の増加を目指すとともに地域の活性化に向けた
取り組みが期待されています。

【事業の目的】
　地域の観光資源を魅力ある旅行商品として磨き上げ、
観光客の受け入れ体制の整備と地域旅行商品の企画・
造成・販売を行い、申込・手配・精算業務などを一元
的に担う窓口を構築し、国内外の旅行者および旅行業
者に対し効果的に情報発信することで、観光客の誘客
を図り、交流人口の増加を目指します。

①観光データに基づいた戦略の展開
②地域戦略の一元化
③��宿泊施設・交通機関・商店街・農業
関係者など多様な産業の連携構築
④人材育成

①��地域商品の販売・申込・受注・手配・
精算業務の一元化

②地域旅行商品の企画・造成・販売
③情報の共有化

◆観光客の誘客促進

◆交流人口の増加・地域活性化を目指す

◆（仮称）ＤＭＣやまがた◆山形・上山・天童三市連携
　観光地域づくり推進協議会

「山形版ＤＭＯ」

連 携

※　債務負担行為…‌‌１つの事業が単年度で終了せずに、後年度においても負担しなければならない場合に、議会の議決を経てその期間と額を確定
するもの。
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購
入
金
額
に
は
車
体
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
費
用
も
含
ま
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費

用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
広
告
な

ど
を
入
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を

検
討
し
た
い
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
東
部

循
環
線
の
名
称
は
こ
れ
か
ら
公
募

す
る
の
か
。

く
ら
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
東
部
循
環
線

運
行
事
業
用
バ
ス
を
購
入

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
西
部
循
環
線
は
公
募
し
た
が
、

東
部
循
環
線
は
こ
れ
か
ら
検
討
し

た
い
。

　
　
　
他
市
で
は
、
２０
人
乗
り
く

ら
い
の
バ
ス
を
導
入
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
３４
人
乗
り
以
下
の

バ
ス
の
購
入
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
目
標
と
し
て
毎

便
１０
人
程
度
の
乗
客
を
見
込
ん
い

る
。
今
回
購
入
す
る
３４
人
乗
り
の

バ
ス
は
、座
席
が
１２
席
あ
り
、立
っ

て
乗
る
方
も
含
め
て
３４
人
乗
り
と

な
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ

を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
今

回
購
入
す
る
型
式
だ
け
と
な
っ
て

い
る
。

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

は
、
市
内
全
体
で
何
台
配
備
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
ポ
ン
プ
車
が
１１
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
が
３７
台

配
備
さ
れ
て
お
り
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
み
が
８８
台
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
既
存
の
１
台
を
更
新
し
、
新

た
に
２
台
配
備
す
る
こ
と
で
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は
３９
台
に

な
る
。

消

防

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を

３
台
購
入

委
員

警
防
課
長

　
　
　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
が

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に

立
地
を
決
め
た
要
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
や
県
内
企

業
の
技
術
力
が
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
ま

た
、
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
が
竣
工
直
後
で
あ
り
、
面
積
区

画
が
相
手
の
注
文
に
対
応
し
や
す

か
っ
た
こ
と
や
、
交
渉
に
当
た
り

早
い
段
階
で
企
業
内
容
を
把
握
し

商
工
業

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

分
譲
用
地
の
一
部
売
却

委
員

雇
用
創
出
課
長

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２４日（木）
　　～１２月９日（金）

１２月定例会の日程
（予定）

▲平成２９年度からコミュニティバス東部循環線も運行開始
　
　
　
運
行
区
間
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
元
と

詳
細
を
協
議
し
て
い
る

が
、
山
形
駅
東
口
か
ら
小

姓
町
、
山
形
大
学
周
辺
、

南
高
東
側
、
六
中
南
側
、

市
立
図
書
館
西
側
、
十
日

町
を
通
っ
て
山
形
駅
前
に

戻
る
コ
ー
ス
と
し
、
中
心

市
街
地
を
通
り
な
が
ら
１

周
１
時
間
程
度
、
逆
回
り

も
含
め
て
３０
分
に
１
本
の

定
期
運
行
を
考
え
て
い
る
。

委
員

企
画
調
整
課
長

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会を開催しました
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タ
ー
産
業
団
地
の
場
合
は
、
特
に

地
盤
改
良
工
事
の
助
成
の
ほ
か
、

研
究
開
発
施
設
が
建
設
さ
れ
る
場

合
は
、
施
設
整
備
に
要
す
る
助
成

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
入
学
試
験
・
受
験
と
い
う

言
葉
は
日
本
語
と
し
て
固
有
名
詞

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
立
高

校
で
は
学
力
試
験
が
実
施
さ
れ
て

い
る
中
、
条
例
の
文
言
を
入
学
試

験
か
ら
入
学
者
選
抜
と
変
え
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
受
験

と
い
う
言
葉
が
広
く
浸
透
し
て
い

る
が
、
入
学
者
選
抜
の
方
法
も
学

力
試
験
の
ほ
か
、
推
薦
入
学
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
選
抜
方
法
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
受
験
・
入
学
試
験
と

い
う
言
葉
の
中
に
納
め
る
の
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
現
状
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
公
立
高
等
学

校
の
実
施
要
項
は
、
以
前
か
ら
入

学
者
選
抜
実
施
要
項
と
い
う
文
言

を
使
っ
て
い
る
。 教

育

山
形
商
業
高
の
入
学
試
験
と

受
験
料
の
名
称
を
改
正

委
員

山
形
商
業
高
事
務
長

た
こ
と
に
よ
り
、
他
市
と
比
べ
て

先
行
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
要

因
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
の

立
地
は
、
今
ま
で
少
な
か
っ
た
中

京
圏
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
有
名

な
企
業
の
立
地
は
、
同
じ
中
京
圏

の
企
業
の
中
で
話
題
に
な
り
、
立

地
を
検
討
す
る
企
業
が
出
て
く
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
方
針
で
企
業
誘
致
活
動
を

進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
立
地
を

足
掛
か
り
と
し
て
、
中
京
圏
の
企

業
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
企
業
誘
致
に
当
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
中
央
イ
ン

委
員

雇
用
創
出
課
長

委
員

雇
用
創
出
課
長

▲企業誘致を積極的に進めている山形中央インター産業団地

　視覚障がいを持つ方のために、点字版・声の
議会報（ＣＤ版）・音声コード版の３種類のダ
イジェスト版を無料で配付しているよ。点字版
は山形点訳赤十字奉仕団さん、声の議会報は市
内高等学校放送部の皆さんのご協力により作成
しているんだ。ご希望の方は議会事務局にお問
い合わせしてね。音声コード版は音声コード読
み取り機、声の議会報はＣＤを再生する機械が
必要だよ。

A

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ教えて！！

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈ることは、公職
選挙法で禁止されています。違反すると罰せられま
す。有権者が寄付を求めることも禁止されています。

市民の皆さまのご理解をお願いします

　議員は選挙区内の人に対して、自
筆による答礼を除き、年賀状などの
時候のあいさつ状（電報なども含む）
を出すことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

　議員に対して寄付を出すように勧誘や要求をした
り、議員名義の寄付を求めることは禁止されています。

議員への寄付の勧誘や要求はできません！

目の不自由な方向けの
市議会報はあるベニ？Q

　本市が進める施策や直面する課題な
どの調査・研究を目的とする、２つの
検討会を９月２３日に設置しました。今
後、検討内容などを精査した上で、調
査・研究を行っていきます。 《委員定数》　それぞれ１６人（議長を除く）

《 名　称 》　●中核市・地域活性化検討会
　　　　　　●スポーツ・文化振興検討会

２つの検討会を設置しました
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９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
は
、
重
要
５
品
目
の
３
割

意
見
書
（
要
旨
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
関
税
を
撤
廃
す
る
ほ
か
、
米
の

輸
入
枠
の
拡
大
、
牛
・
豚
肉
で
の

関
税
引
き
下
げ
な
ど
の
大
幅
な
譲

歩
を
行
う
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、

そ
の
他
農
産
品
で
は
９８
％
の
関
税

撤
廃
を
合
意
し
て
お
り
、
本
県
の

農
業
生
産
に
と
っ
て
重
大
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
通
常
国
会
で
の
審
議
の
中
か
ら

も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
は
関
税
の
撤

廃
・
削
減
を
し
な
い
「
除
外
」
規

定
が
一
切
存
在
し
な
い
こ
と
、
付

属
書
で
、
日
本
だ
け
が
農
産
物
輸

出
大
国
５
カ
国
と
の
間
で
さ
ら
な

る
関
税
撤
廃
に
向
け
た
見
直
し
協

議
を
特
別
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
一
切
手
を
付
け
さ
せ
な

か
っ
た
と
い
う
１
５
５
の
細
目
も
、

品
目
で
見
れ
ば
「
無
傷
」
の
も
の

は
た
だ
の
一
つ
も
な
い
と
い
う
事

実
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
が
「
農
林
水
産

分
野
の
重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域

の
確
保
を
最
優
先
し
、
そ
れ
が
確

保
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

脱
退
も
辞
さ
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
」
と
し
た
国
会
決
議
に
違
反
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
国
会
決
議

に
違
反
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
批
准

は
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中

小
業
者
の
営
業
は
、
家
族
全
体
の

労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
税
制
は
、
家
族

従
業
者
の「
働
き
分
」（
自
家
労
賃
）

を
、
所
得
税
法
第
５６
条
に
よ
り
必

要
経
費
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

　
家
族
従
業
者
の
働
き
分
は
事
業

主
の
所
得
と
な
り
、
配
偶
者
８６
万

円
、
配
偶
者
以
外
の
家
族
５０
万
円

が
控
除
さ
れ
る
の
み
で
、
最
低
賃

金
に
も
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
や
行
政

手
続
き
な
ど
の
面
で
弊
害
が
生
じ

て
い
る
。

　
青
色
申
告
に
す
れ
ば
給
料
を
経

費
に
で
き
る
と
い
う
所
得
税
法
第

５７
条
は
、
税
務
署
長
へ
の
届
け
出

と
記
帳
義
務
な
ど
の
条
件
付
き
で

あ
り
、
申
告
の
仕
方
で
納
税
者
を

差
別
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
家

族
従
業
者
の
人
権
保
障
の
基
礎
を

つ
く
る
た
め
に
も
、
所
得
税
法
第

５６
条
を
廃
止
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

所
得
税
法
第
５６
条
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書

　
教
育
委
員
の
う
ち
、
金
村
勲
委

員
と
徳
永
正
靱
委
員
の
任
期
が
１１

月
１１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
白し
ら
鳥と
り
樹き

一い
ち
郎ろ
う 

氏
（
下
条
町
）

　
中な
か
村む
ら　
　
篤
あ
つ
し 

氏
（
六
日
町
）

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

●議決の結果は、１３ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。
◆‌‌請願第６号については提出された文書の写しを市長に送付しました。今後、
請願への対応の経過と結果について、議会に報告される予定です。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
２
号
継
続

ＴＰＰ協定を国会で批准しな
いことを求めることについて 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 撤　回
山形地方農民連
会長　吉田吉弘　ほか１人

第
６
号
新
規

工事発注時期の平準化につい
て

丸子　善弘
加藤　　孝
長谷川幸司
折原　政信
渡辺　　元

環境建設 採　択
山形県建設業協会山形支部
支部長　渋谷　哲

第
７
号

新
規
※

所得税法第５６条の廃止のため
の意見書提出を求めることに
ついて

小野　　仁
川口　充律
今野　誠一

総　務 採　択
山形民主商工会
会長　佐藤　弘　ほか１人

第
８
号

新
規
※

ＴＰＰ協定を国会で批准しな
いことを求めることについて 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 採　択
山形地方農民連
会長　吉田吉弘　ほか１人

陳　
　
情

第
１
号
新
規

中国共産党政府による法輪功
迫害の停止と、臓器の強制摘
出の停止のため日本政府の正
義の行動を求める意見書に係
ることについて 総　務 配付のみ
ＮＰＯ法人日本法輪大法学会
東京事務局
代表　佐藤マチ子

　９月定例会で審議された請願は、請願者から撤回の申し出があった
１件を除き、新たに提出された３件です。陳情は、新たに提出された
１件を所管する委員会に配付しました。各委員会での審査結果は以下
の通りです。‌ （※印は意見陳述が行われたものです。）

請願・陳情

　
７
月
臨
時
会
を
７
月
２０
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
土
地
の
処
分
（
山

形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
分
譲

用
地
）、
土
地
及
び
建
物
の
処
分

（
元
西
部
工
業
団
地
浄
水
施
設
用

地
等
）、
高
規
格
救
急
自
動
車
の

購
入
、工
事
請
負
契
約
の
締
結（
消

防
署
西
崎
出
張
所
訓
練
塔
新
築
建

築
工
事
）
に
つ
い
て
の
議
案
４
件

が
上
程
さ
れ
、
総
務
、
産
業
文
教

委
員
会
に
付
託
し
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
終
了
後
に
本
会
議
を

再
開
し
、
委
員
長
報
告
を
受
け
た

後
、
採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

全
員
異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

７
月
臨
時
会
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◆‌○＝賛成　×＝反対　　◆石澤秀夫議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案等の賛否一覧表
‌ 会派
‌ 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議会案第６号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
議会案第７号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
請 願 第 ７ 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 採択
請 願 第 ８ 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 採択

議決議案一覧（７月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５８号 土地の処分について（山形中央インター産業団地分譲用地） 同意
（全会一致）

議第５９号 土地及び建物の処分について（元西部工業団地浄水施設用地等） 同意
（全会一致）

議第６０号 高規格救急自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第６１号 工事請負契約の締結について（消防署西崎出張所訓練塔新築建築工事） 同意
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６２号 平成２７年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 認定
（全会一致）

議第６３号

～

議第６５号

平成２７年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２７年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２７年度山形市立病院済生館事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６６号
平成２８年度山形市一般会計補正予算
　ホストタウン等東京オリンピック・パラリンピック活用事業、外国人観光誘客推進事業、第一
小学校旧校舎リノベーション事業、Ｂ型肝炎予防接種事業などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６７号 土地の処分について（山形中央インター産業団地分譲用地） 同意
（全会一致）

議第６８号 コミュニティバス東部循環線運行事業用バスの購入について 同意
（全会一致）

議第６９号 小型動力ポンプ積載車の購入について 同意
（全会一致）

議第７０号
山形市議会議員及び山形市長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に関する条例の一
部改正について
　公職選挙法施行令の改正に合わせ、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第７１号
山形市立商業高等学校授業料等徴収条例の一部改正について
　県立高等学校に合わせて、入学試験を「入学者選抜」に、受験料を「入学者選抜手数料」に名
称を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第７２号 山形市教育委員会委員の任命について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第６号

所得税法第５６条の廃止を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議会案
第７号

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）
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遠
藤　
吉
久 

議
員

魅
力
的
な
都
市
づ
く
り
の
た
め

積
極
的
な
施
策
を
実
行
せ
よ
！

※　非定型保育…‌‌保護者が就労（月６４時間以上）などにより、家庭での保育が断続的に困難な場合、週２から６日の保育所の通常開所時間内で、
児童を保育できない時間帯に利用することができる。

　
　
人
口
３０
万
人
の
前
提
条
件
や

仙
山
圏
交
通
網
整
備
・
連
携
事
業

の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
仙
山
線
の
高
速
化
や
安
定
化
、

QA

東
部
幹
線
道
路
の
整
備
に
向
け
た

調
査
を
し
て
い
る
。
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
コ
ス
ト
も
含
め
て
検
討

し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
ま
た
、
仙
台
市
と
包

括
的
な
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け

て
協
議
し
て
お
り
、
事
業
に
つ
い

て
も
平
成
２９
年
度
か
ら
の
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
保
育
の
受
け
入
れ
は
年
度
単

位
が
基
本
の
た
め
、
中
途
で
の
職

場
復
帰
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

独
自
の
対
策
を
と
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
年
度
途
中
で
の
保
育
所
利
用

に
は
、
定
員
を
超
過
し
て
の
受
け

入
れ
や
非※

定
型
保
育
の
枠
の
拡
大

な
ど
の
方
法
が
あ
る
も
の
の
、
保

育
士
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。
年

度
当
初
か
ら
保
育
士
を
確
保
し
、

体
制
を
整
え
た
事
業
者
に
対
す
る

補
助
制
度
の
拡
充
や
創
設
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
中
核
市
移
行
の
移
譲
事
務
の

対
応
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ

の
機
能
発
揮
の
た
め
、
子
ど
も
の

発
達
相
談
な
ど
の
部
門
の
設
置
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
県
と
市
で
調
整
を
図
り
、
事

務
内
容
の
把
握
を
８
月
末
時
点
で

大
方
完
了
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
も
併
せ
て
取
り
組

Q

AQ

A

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
２１
日

と
２３
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

今
野　
誠
一
農
業
の
振
興
、
介
護
保
険
制
度
、
道
の
駅

仁
藤　
　
俊

（
翔

政

会
）
市
長
就
任
一
年
間
の
感
想
と
目
標
達
成
に
向
け
た

意
気
込
み
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
の
活
性

化　
ほ
か

渡
辺　
　
元

（
緑

政

会
）
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
、
健
康
医
療
先
進

都
市
、
観
光
振
興
、
道
の
駅
、
児
童
遊
戯
施
設
、

新
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム　
ほ
か

加
藤　
　
孝

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

地
域
主
権
と
平
和
へ
の
取
り
組
み
、
元
双
葉
小
学

校
跡
地
利
用
、
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
率
向
上
の
取
り

組
み
、
活
断
層
対
策　
ほ
か

（
緑

政

会
）

武
田　
　
聡
雇
用
環
境
の
改
善
へ
向
け
て
、
市
内
ア
ク
セ
ス
向

上
と
便
利
で
お
得
な
料
金
支
払
制
度
を
、
住
環
境

の
魅
力
向
上
を　
ほ
か

（
翔

政

会
）

浅
野　
弥
史
子
育
て
環
境
の
向
上
、
高
校
生
議
会
の
開
催
、
人

口
３０
万
人
都
市
に
向
け
た
取
り
組
み
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ　

ほ
か

遠
藤　
吉
久

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

人
口
３０
万
人
都
市
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
向

け
て
、
中
核
市
移
行
関
係
、
農
業
政
策
、
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し　
ほ
か

尾
形　
源
二

（
所
属
会
派
な
し
）
市
議
会
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、「
変

え
る
」。
何
を
ど
う
変
え
る
の
か　
ほ
か
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魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地

山
形
に
向
け
て

仁
藤　
　
俊 
議
員

　
　
就
任
か
ら
一
年
を
振
り
返
っ

て
ど
う
か
。
ま
た
、
二
年
目
に
向

け
て
の
意
気
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
こ
の
一
年
間
は
将
来
の
発
展

に
向
け
て
の
種
を
た
く
さ
ん
ま
い

て
き
た
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
既
に
芽
が
出
て
い
る
も
の
や

ま
だ
の
も
の
が
あ
る
。
今
後
も
す

ぐ
に
で
き
る
こ
と
は
す
ぐ
、
時
間

が
必
要
な
も
の
で
も
止
ま
ら
ず
に

少
し
で
も
前
に
進
み
続
け
る
と
い

う
信
念
で
、
市
政
発
展
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
。

　
　
歴
史
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
歴
人

マ
ガ
ジ
ン
の
「
夏
休
み
に
見
に
行

き
た
い
ご
当
地
武
将
銅
像
ラ
ン
キ

QAQ ん
で
い
く
。
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、

３
市
２
町
の
定
住
自
立
圏
が
中
心

と
な
る
が
、
本
市
へ
の
通
勤
通
学

の
割
合
が
１
割
を
超
え
て
い
る
そ

の
他
の
村
山
地
域
３
市
４
町
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
昨
今
の
農
業
事
情
を
反
映
し
、

各
改
良
区
の
運
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
改
良
区
の
現
状
に
対

す
る
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
に

伴
う
経
費
が
増
加
し
、
運
営
費
の

効
率
化
や
節
減
を
図
る
こ
と
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
と
も
運

営
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
補
助

制
度
を
活
用
し
て
土
地
改
良
区
に

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
新
野
球
場
の
建
設
に
伴
い
、

山
形
天
童
線
の
４
車
線
化
や
、
北

山
形
停
車
場
大
野
目
線
も
重
要
な

位
置
付
け
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
山
形
天
童
線
北
側
の
落
合
交

差
点
は
、
国
が
指
定
す
る
主
要
渋

滞
箇
所
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
道
路
見

直
し
の
中
で
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
４
車
線

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
証
を
進

め
て
い
る
。

　
　
お
城
は
観
光
名
所
と
し
て
必

要
で
あ
る
。
霞
城
公
園
整
備
事
業

と
は
別
に
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
史
実
に
基
づ
か
な
い
天
守
閣

を
有
す
る
お
城
の
建
設
は
困
難
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
歴
史

と
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
整
備

を
行
い
、
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
、
観

光
名
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

Q

AQ

A

QA

ン
グ
」
で
、
最
上
義
光
公
の
騎
馬

像
が
第
１
位
に
輝
い
た
。
こ
れ
を

機
に
、
山
形
鋳
物
の
技
術
の
高
さ

を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
観

光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
て
は
ど
う

か
。

　
　
本
市
伝
統
の
も
の
づ
く
り
技

術
を
結
集
し
て
実
現
し
た
全
国
的

に
も
珍
し
い
二
本
足
で
立
つ
銅
像

で
あ
る
。
最
上
義
光
公
と
そ
の
騎

馬
像
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
案
内
な

ど
で
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

く
。

　
　
義ぎ

光こ
う
祭さ
い
を
復
活
さ
せ
て
は
ど

う
か
。

　
　
一
年
を
通
じ
て
市
内
で
行
わ

れ
る
数
多
く
の
行
事
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
、
そ
の
位
置
付
け
や
内
容
を

関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
に
は
城
下
町
名

残
の
旧
町
名
の
石
碑
が
あ
る
が
、

歴
史
探
訪
が
味
わ
え
る
よ
う
な
説

明
板
を
設
置
し
て
、
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
豊
か
な
回
遊
性
を
創
出
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
い
に
し
え
の
城
下
町
や
そ
の

歴
史
を
想
像
し
な
が
ら
街
歩
き
を

楽
し
め
る
こ
と
は
、
新
た
な
誘
客

や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
街
の

魅
力
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
街
歩
き
を
楽

し
め
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
Ｄ※
２
Ｍ
Ｏ
や
上
山
市
と
連
携
し

て
、
出
羽
の
関
ヶ
原
と
呼
ば
れ
た

長
谷
堂
城
合
戦
の
映
画
化
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化
を
働
き
掛
け
て
は
ど

う
か
。

　
　
映
像
化
に
な
れ
ば
大
き
な
話

題
と
な
り
、
山
形
の
魅
力
発
信
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
山
形

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
中

心
と
な
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
な

が
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
へ
積
極
的

に
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
本
市
の
緑
全
般
に
つ
い
て
幅

広
く
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
緑
の
基
本
計
画
の
成
果
と
現

在
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
嶋
遺
跡
公
園
な
ど
緑
の
基
盤

と
な
る
公
園
・
緑
地
の
整
備
や
新

築
記
念
樹
の
交
付
に
よ
る
住
宅
地

の
緑
化
促
進
な
ど
一
定
の
成
果
は

あ
る
が
、
さ
ら
に
緑
化
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
４７
年
度
を
目
標
年

次
と
し
た
計
画
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
緑
に
親

し
み
な
が
ら
育
て
る
花
育
や
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
が
ふ
れ
あ
う
園

芸
福
祉
な
ど
に
新
た
に
取
り
組
み
、

み
ど
り
豊
か
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

AQ
※
１

A

QAQA

QA

▲全国的にも珍しい二本足で立つ最上義光公騎馬像 ▲スムーズな事務移譲での保健所設置を

※１　義光祭…‌‌大正２年に３００年忌「義光祭」で義光祭仮装行列を実施し、その後、年中行事となる。戦後は「山形まつり」と名称を変え、仮装行列・
音楽パレード・子どもたる神輿などが行われてきた。

※２　ＤＭＯ…Destination‌Management‌（Marketing）‌Organization
　　　　　　　地域自らが来訪者を集める、新しい観光まちづくり組織（観光地域経営組織）。９ページ参照。
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児
童
遊
戯
施
設
と
道
の
駅
を
併
設
し
た

観
光
拠
点
整
備
を渡

辺　
　
元 

議
員

何
を
、
ど
う
「
変
え
る
」

も
っ
と
大
胆
な
変
化
を
期
待

尾
形　
源
二 

議
員

　
　
「
変
え
る
」
べ
き
も
の
は
市

役
所
の
体
質
で
あ
る
。
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
形
成
や
部
・
課
の
再
編
、

教
育
委
員
会
所
管
の
ス
ポ
ー
ツ
を

Q

市
長
部
局
へ
移
管
す
る
な
ど
の
機

構
改
革
で
、
や
る
気
を
喚
起
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
企
画
調
整
課
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
的
機
能
の
向
上
の
た
め
、
引
き

A
　
　
道
の
駅
は
、
利
便
性
や
観
光

振
興
な
ど
を
考
慮
し
、
山
形
上
山

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
設
置

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
防
災
拠

点
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２７
年
度
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
交
通
量
や
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
持
つ
特
性
や
環
境
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
施

設
の
構
想
を
現
在
検
討
し
て
い
る

た
め
、
策
定
の
際
の
参
考
と
し
た

い
。

　
　
市
南
部
に
設
置
予
定
の
児
童

遊
戯
施
設
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

QAQ

続
き
研
修
な
ど
に
よ
る
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
さ
ま
ざ
ま
な
外
部

情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
組
織
体
制
を
常
に
見
直
し
な

が
ら
、
市
が
直
面
す
る
課
題
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ

施
策
は
市
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
各
部

署
の
連
携
強
化
や
必
要
に
応
じ
た

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
活
用
で
、
多
様
な
行
政
施
策
を

進
め
て
い
く
。

　
　
山
形
市
発
展
計
画
の
政
策
基

盤
と
な
る
第
８
次
総
合
計
画
を
策

定
し
、
３０
万
人
都
市
の
将
来
像
を

具
体
的
に
示
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、
国

が
推
進
す
る
地
方
創
生
総
合
戦
略

を
含
め
た
形
で
山
形
市
発
展
計
画

を
策
定
し
て
い
る
た
め
、
国
・
県

な
ど
と
も
連
携
し
て
計
画
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　
３０
万
人
都
市
実
現
に
は
行

政
・
研
究
・
開
発
機
関
、
大
学
な

ど
の
設
置
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

な
い
人
が
分
け
隔
て
な
く
共
に
生

活
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
の
実
現
を
総
合
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

QA

Q

　
　
２８
年
度
は
用
地
の
選
定
と
基

本
構
想
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
・
分
析

を
行
い
、
用
地
選
定
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
市
長
に
就
任
し
１
年
が
経
過

し
た
が
、
何
を
変
え
て
何
が
変

わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
を

１０
億
円
と
し
た
ほ
か
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
医
療

先
進
都
市
や
仙
山
交
流
へ
の
取
り

組
み
な
ど
の
テ
ー
マ
を
明
確
に
し
、

組
織
改
編
も
行
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
山
形
大
学
医
学
部
が
進
め
て

い
る
次
世
代
重
粒
子
線
治
療
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
ど

の
よ
う
な
恩
恵
が
あ
る
の
か
。

　
　
最
先
端
医
療
や
医
療
産
業
、

製
薬
会
社
、
食
品
産
業
な
ど
の
誘

致
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新

た
な
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、「
若

者
が
残
れ
る
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
る

山
形
市
」
実
現
の
た
め
の
一
助
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
市
の
観
光
の
要
で
あ
る
蔵

王
温
泉
と
そ
の
周
辺
地
域
を
ど
の

よ
う
に
連
携
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
村
山
地

域
の
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
を
誘
客

し
て
い
く
。

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

設
を
選
挙
公
約
と
し
て
い
る
が
、

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
に
お
い
て
、
２７
年
１２
月
に
新
ス

タ
ジ
ア
ム
構
想
検
討
委
員
会
が
取

り
ま
と
め
た
構
想
書
を
公
表
し
て

お
り
、
今
後
の
進
め
方
を
社
内
で

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

検
討
が
具
体
化
し
て
い
く
中
で
広

範
に
調
査
し
て
い
く
。

　
　
県
民
会
館
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
、
県
に
ど
の
よ
う
な
活
用
策

を
提
案
し
て
い
る
の
か
。

　
　
県
と
の
話
し
合
い
の
中
で
互

い
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
進
展
は
な
い
。

　
　
２８
年
度
末
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域
の
見

直
し
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
集
落

の
維
持
や
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
、
年
度
内
に
開

発
許
可
の
規
制
緩
和
を
検
討
す
る
。

AQAQ

AQAQA

QAQA

▲市南部への児童遊戯施設設置を早期に
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人
口
増
の
た
め
に
は

土
地
利
用
施
策
を
見
直
せ

加
藤　
　
孝 
議
員

馬見ヶ崎川河川敷

　
　
元
双
葉
小
の
利
活
用
策
と
し

て
、
福
祉
施
設
の
開
設
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
少
年

自
然
の
家
と
連
携
し
、
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
元
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

双
葉
小
学
校
再
生
委
員
会
が
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
を
進
め
て
お

り
、
以
前
要
望
の
あ
っ
た
福
祉
施

設
も
検
討
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
今
後
、
少
年
自
然
の
家
の

運
営
目
的
に
沿
う
団
体
の
宿
泊
利

用
に
つ
い
て
も
子
ど
も
た
ち
の
利

用
に
支
障
が
出
な
い
範
囲
で
、
受

け
入
れ
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

QA
　
　
移
住
定
住
促
進
施
策
と
し
て

有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
も
機
会
を
見
な
が
ら
、
県
と
協

調
し
て
研
究
機
関
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
に
向
け
た
条
例
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
も
、
障

が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
相
互

に
理
解
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
住
民
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
、
地
域
自
治
の
完
成
度
を
高
め

る
こ
と
が
、
行
財
政
改
革
の
終
着

駅
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
住
民
自
治
の
根
幹
を
担
う
町

内
会
で
は
、
役
員
の
担
い
手
不
足

や
未
加
入
問
題
の
ほ
か
、
行
政
に

よ
る
支
援
の
在
り
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
各
地
区
の
自

治
推
進
委
員
会
と
解
決
策
を
模
索

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
条
例
制
定

の
必
要
性
を
含
め
て
研
究
し
て
い

く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
四
日
町
日
月

山
線
の
馬
見
ヶ
崎
橋
か
ら
国
道
１３

号
線
ま
で
の
区
間
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
中
に
地
域
の
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
、
必
要
に
応
じ
て
都
市
計
画
の

決
定
変
更
に
向
け
た
作
業
を
進
め

て
い
く
。

　
　
市
民
が
四
季
を
通
し
て
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
馬
見
ヶ
崎

河
川
公
園
を
上
質
な
空
間
に
再
整

備
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
と
教
育

委
員
会
で
連
携
し
な
が
ら
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議
し
て
い

く
。

A

QA

QA

QA

　
　
活
断
層
上
に
あ
る
村
木
沢
小

と
西
山
形
小
は
、優
先
し
て
安
全
・

安
心
を
守
る
手
立
て
を
講
じ
る
べ

き
で
あ
り
、
他
の
施
設
も
早
急
に

安
全
対
策
を
す
べ
き
で
あ
る
。
改

築
す
る
際
は
建
設
場
所
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
策
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
村
木
沢
小
と
西
山
形
小
は
、

早
い
時
期
で
の
移
転
や
改
築
が
必

要
な
た
め
、
地
元
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い

く
。
西
山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
西
部
児
童
館
は
、
耐
震
化

や
移
転
を
地
元
と
調
整
し
て
い
る
。

　
　
西
部
工
業
団
地
は
、
企
業
の

淘
汰
も
あ
り
、
跡
地
利
用
が
本
来

の
姿
と
は
程
遠
い
現
象
が
あ
る
。

造
成
目
的
に
沿
っ
た
指
導
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
５
年
に
分
譲
が
終
了
し

た
民
有
地
で
あ
る
た
め
、
民
民
の

売
買
と
な
り
異
業
種
企
業
が
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
可
能
な
限

り
各
団
地
組
合
と
連
携
し
な
が
ら

調
整
し
て
い
く
。

　
　
東
北
中
央
自
動
車
道
全
線
開

通
に
合
わ
せ
、
パ
ー
キ
ン
グ
の
具

体
的
な
活
用
や
西
公
園
を
活
用
し

た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
３０
年
度
の
東
北
中
央
自

動
車
道
南
陽
高
畠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
山
形
上
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
合
わ
せ
、
西

公
園
に
隣
接
し
た
山
形
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
向
け

て
、
西
公
園
と
相
互
利
用
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。
２８
年
度

は
、
調
査
と
基
本
構
想
を
進
め
、

関
係
者
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
県
は
地※

区
計
画
制
度
の
積
極

的
な
活
用
や
開
発
許
可
制
度
の
柔

軟
な
運
用
を
し
て
い
る
が
、
市
の

土
地
の
利
用
形
態
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
。

　
　
今
後
も
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
地
区
計
画
制
度
の
活

用
と
、
開
発
許
可
制
度
の
適
切
な

運
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
市
長
は
人
口
３０
万
人
構
想
を

掲
げ
て
い
る
が
、
市
街
化
調
整
区

域
に
住
宅
建
設
が
可
能
な
土
地
利

用
構
想
を
ど
の
よ
う
に
示
す
の
か
。

　
　
現
在
、
見
直
し
し
て
い
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

多
様
な
価
値
観
で
選
択
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
優
良
田
園
住
宅
制
度
な
ど

を
活
用
し
、
既
存
集
落
の
維
持
や

活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
す

る
と
と
も
に
、
年
度
内
に
開
発
許

可
の
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

※　地区計画制度…土地や建物の所有者などの住民が主役となって考えを出し合いながら、地区の実情に応じたまちづくりのルールを決めること。

▲工業団地を取り巻く環境は大きく変化 ▲馬見ヶ崎川河川敷にパークゴルフ場を整備せよ

鈴 川 地 区 印 役

コース表（Ｂコース）
コース
No

距離
（ｍ） PER

B－１ ３１ ４
B－２ ２５ ３
B－３ ２７ ４
B－４ ３８ ４
B－５ ３１ ４

B－６ ２２ ３
B－７ ２８ ４
B－８ １６ ３
B－９ ３５ ４
合 計 ２５３ ３３

コース表（Ａコース）
コース
No

距離
（ｍ） PER

A－１ ３２ ３
A－２ ５１ ４
A－３ ４６ ４
A－４ ３０ ３
A－５ ４５ ４

A－６ ４６ ４
A－７ ４４ ４
A－８ ４１ ３
A－９ ４３ ４
合 計 ３７８ ３３
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人
口
３０
万
人
を
達
成
す
る
に
は

相
当
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
！

武
田　
　
聡 

議
員

子
育
て
環
境
の
充
実
と

外
国
人
観
光
客
倍
増
を
！

浅
野　
弥
史 

議
員

※１　日本遺産…地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産」として文化庁が認定するもの。
※２　緊急保育…‌‌保護者等が冠婚葬祭や育児疲れの解消などを理由に利用でき、１回の申請につき１４日以内で利用できる。

　
　
市
南
部
へ
設
置
予
定
の
屋
内

型
児
童
遊
戯
施
設
は
、
幼
児
や
小

学
生
以
外
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
併
せ
て
一
時
預
か
り
も
で
き

Q

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

民
間
の
考
え
方
や
資
金
調
達
を
可

能
に
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

　
　
利
用
対
象
は
主
に
小
学
生
ま

A
　
　
雇
用
環
境
改
善
の
た
め
「
働

き
方
改
革
・
正
規
雇
用
推
進
都
市
」

を
宣
言
し
て
、
正
規
雇
用
や
若
者

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的
に
行
う

事
業
所
を
、
市
独
自
に
認
証
・
評

価
す
る
制
度
を
構
築
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
本
市
で
は
、
市
報
な
ど
を
通

じ
て
若
者
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
努
め

て
い
る
市
内
事
業
所
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
今
後
も
優
良
事
業
所
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
で
、
雇
用
環

境
の
改
善
を
支
援
し
て
い
く
。
新

た
な
展
開
は
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
効
果
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

QA

で
の
児
童
と
考
え
て
い
る
が
、
施

設
の
目
的
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
踏
ま
え
た
機
能
を
検
討
し
て
い

く
。
事
業
手
法
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
任
意
接
種
と
な
っ
て
い
る
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成

を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
第
３
子
以
降
の
保
育
料
が
無

料
化
さ
れ
た
が
、
非
定
型
保
育
や

緊※
２
急
保
育
も
無
料
に
で
き
な
い
か
。

　
　
非
定
型
保
育
は
通
常
保
育
と

同
様
に
就
労
な
ど
に
よ
る
長
期
間

の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
第

３
子
以
降
の
無
料
化
を
含
め
た
多

子
世
帯
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
重
症
心
身
障
が
い
児
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
療
育
施
設
は
少
な
く
、

親
が
就
労
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
重
症
心
身
障
が

い
児
を
受
け
入
れ
る
事
業
所
に
独

自
の
補
助
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
在
宅
の
重
症
心
身
障
が
い
児

や
そ
の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
先
進
自
治
体
の
取
り
組

み
を
研
究
す
る
な
ど
、
必
要
な
施

策
を
検
討
し
、
併
せ
て
県
に
も
働

き
掛
け
て
い
き
た
い
。

QA

QAQ

A

　
　
自
治
体
が
知
的
障
が
い
者
の

雇
用
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
取

り
組
み
を
企
業
な
ど
か
ら
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
雇
用
拡
大
へ

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
障
が
い
者
作
業
室
を
設
置
し
、

本
人
が
希
望
す
る
民
間
企
業
の
就

労
に
つ
な
げ
て
い
る
。
障
が
い
者

の
雇
用
は
、
民
間
や
自
治
体
を
問

わ
ず
広
く
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
他
都
市
の
状
況
な
ど
も
研
究

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
市
内
の
路
線
バ
ス
は
便
数
も

少
な
く
、
利
便
性
が
低
い
地
域
も

あ
る
。
新
た
な
ル
ー
ト
構
築
や
西

部
循
環
線
の
ル
ー
ト
拡
大
な
ど
の

検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基

づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
を

図
っ
た
効
率
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
、
新
規
ル
ー

ト
の
設
定
も
含
め
て
運
行
事
業
者

と
検
討
し
て
い
く
。
ル
ー
ト
変
更

は
、
将
来
の
利
用
見
込
み
な
ど
も

踏
ま
え
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
居
住
環
境
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
他
都
市
で
導
入
し
て
い
る
宅

地
取
得
助
成
や
若
者
民
間
賃
貸
住

宅
家
賃
助
成
な
ど
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
移
住
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ

る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込

ん
だ
有
効
な
補
助
制
度
や
、住
居
・

仕
事
・
子
育
て
・
教
育
な
ど
の
生

活
に
必
要
な
情
報
発
信
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
冠

水
・
水
上
が
り
対
策
を
見
直
し
て

い
く
た
め
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
関
係
部
課
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
計
画
的
に
浸
水
対
策
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
台
風
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
冠
水
な
ど
の

被
害
解
消
に
向
け
、
庁
内
横
断
的

な
構
成
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
を
含
め
た
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
日※
１
本
遺
産
は
、
国
内
外
か
ら

の
観
光
誘
客
に
有
効
で
あ
る
。
本

市
が
昔
か
ら
持
つ
歴
史
文
化
と
伝

統
工
芸
な
ど
の
文
化
を
あ
わ
せ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、
日
本
遺

産
認
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　
本
市
に
は
数
多
く
の
歴
史
や

伝
統
文
化
が
残
っ
て
い
る
。
他
都

市
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
認
定
基
準
に
合
致
す
る
か
な

ど
、
登
録
の
可
能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

▲冠水や水上がりなどへの対策が急務
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市
民
に
寄
り
添
っ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

今
野　
誠
一 
議
員

横浜市こどもログハウス

　
　
新
総
合
事
業
は
開
始
か
ら
半

年
が
経
過
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
切

り
捨
て
な
ど
の
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
か
。

　
　
総
合
事
業
で
は
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総

合
事
業
移
行
に
よ
る
負
担
の
増
加

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
な
ど
の
報
告
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
受
け
て
い
な
い
。

　
　
国
で
は
平
成
３０
年
度
の
介
護

保
険
制
度
の
改
定
に
向
け
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
や
負
担
増

な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
市
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

国
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
に
な

QAQ
　
　
市
民
へ
の
周
知
や
新
た
な
観

光
資
源
の
発
掘
の
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

組
織
に
市
民
団
体
や
民
間
企
業
な

ど
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
参
加
型
に
よ
る
新
た
な

地
域
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
運
営
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民
の
参
加

を
得
て
観
光
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
本
市
の
常
設
型
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
台
湾
へ
出
店
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
収
益

事
業
と
し
て
地
域
の
物
産
品
を
外

に
売
り
出
す
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
契
機

に
交
流
事
業
と
併
せ
、
本
市
の
特

産
品
販
売
の
実
施
に
向
け
て
関
係

者
と
検
討
し
て
い
る
。
特
産
品
な

ど
の
国
内
外
へ
の
販
売
は
、
Ｄ
Ｍ

Ｃ
地
域
商
社
部
門
の
収
益
の
主
要

な
柱
と
考
え
て
お
り
、
販
売
実
施

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
駅
西
に
長
距
離
バ
ス
用

の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
、

山
形
仙
台
空
港
間
の
バ
ス
路
線
を

新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
と
定
期
路
線
運
行

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
関
係

者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
国
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い

る
鳥
居
ヶ
丘
の
鳥
居
は
、
現
在
修

理
の
方
法
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
方
針
は
ど

う
か
。

　
　
文
化
庁
や
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
有
識
者
の
意
見
や
所
有
者
の

意
向
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
市
の
計
画
策
定
は
、
今
後
国

が
示
す
基
本
指
針
に
合
わ
せ
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
の
地
域
特
性
を
反
映

し
た
上
で
、
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　
　
国
の
形
を
変
え
る
と
言
わ
れ

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
会
審
議
が

進
む
に
つ
れ
て
、
い
か
に
国
民
生

活
を
脅
か
す
か
明
ら
か
に
な
っ

た
。
地
方
自
治
体
の
首
長
と
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」
と
声
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
与
え
る
影
響
は
不

明
な
点
が
多
く
、
ま
た
国
際
政
治

の
状
況
も
あ
り
、
今
後
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
特

に
農
業
分
野
で
は
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
た
め
、
影
響
度
合
い
を

今
後
も
分
析
し
、研
究
し
て
い
く
。

　
　
次
期
農
業
振
興
基
本
計
画
の

策
定
状
況
は
ど
う
か
。
中
山
間
地

域
は
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

み
や
す
い
条
件
が
あ
る
。
次
期
計

画
で
は
、
山
間
地
域
と
平
場
地
域

を
分
け
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２７
年
１０
月
に
市
農
政
審

議
会
に
諮
問
し
、
２９
年
２
月
に
答

申
の
予
定
で
あ
る
。
特
有
の
課
題

が
あ
る
中
山
間
地
域
の
振
興
を
重

点
項
目
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
計
画
立
案
に
現
状
分
析
は
欠

か
せ
な
い
。
農
業
戦
略
本
部
が
主

導
し
て
、
平
成
１９
年
以
降
調
査
さ

れ
て
い
な
い
市
の
農
業
生
産
額
調

査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
市
町
村

単
位
の
数
字
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
山
形
大
学
農
学
部
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
農
業
算
出
額
な
ど

の
調
査
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
に

結
び
つ
く
よ
う
な
協
議
の
場
や
仕

組
み
を
行
政
が
支
援
し
て
い
く
体

制
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
理
想
的
な
面
的
集
積
は
で
き

て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
今
後
、

農
業
委
員
会
や
農
業
協
同
組
合
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
担
い
手
間
の

調
整
を
図
り
、
さ
ら
な
る
面
的
集

積
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
春
と
秋
に
出
荷
さ
れ
る
セ
ル

リ
ー
に
出
荷
解
禁
日
を
設
け
る
こ

と
で
、
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
天
候
に
よ
り
生
育
が
左
右
さ

れ
や
す
く
、
収
穫
時
期
の
判
断
が

難
し
い
た
め
、
解
禁
日
の
設
定
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
出
荷
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
、
農
業
協
同
組
合

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

▲トップセールスで山形セルリーをＰＲ ▲新たなコンセプトで遊戯施設の建設を
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年
賀
は
が
き
の
発
売
も
開
始
さ

れ
、
一
歩
ず
つ
冬
の
足
音
が
近
づ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２７
年

度
の
決
算
を
審
査
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
目
線
で
、
次
年
度
の
予
算
編

成
に
も
充
分
活
か
さ
れ
る
よ
う

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
ま
た
現
在
、地
方
議
会
に
対
し
、

全
国
的
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
山
形
市
議
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
中

継
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

４
年
目
を
迎
え
た
議
会
報
告
会
を
、

今
月
市
内
８
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

誌
面
の
充
実
と
合
わ
せ
て
、
よ
り

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
寒
さ
に
向
か
う
季
節
、
ど
う
か

風
邪
な
ど
ひ
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
。

議
会
報
副
委
員
長　
武
田　
新
世

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

　９月定例会の審議過程や結果を市民の皆さまへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」
を開催します。
　この報告会では議会を知ることができるほか、魅力あふれる山形市を作り上げていくた
めに市議会議員と意見交換ができます。
　今年度は８カ所の公民館・コミュニティセンターで開催されますので、ぜひお気軽にご
参加ください。

魅力あふれる山形市を目指して

期間：１１月８日（火）・１１月１１日（金）
時間：１９時～２０時３０分（１８時３０分より受付）
内容：９月定例会の議会活動報告です。

※やまがた市議会報みちしるべ（本号）を持参してください。
月　日 会　場 出　席　議　員

１１月８日（火） 南部公民館 ◎渋江　朋博（総務）　　　　　○川口　充律（環境建設）
　仁藤　　俊　　遠藤　吉久　　長谷川幸司　　今野　誠一
　小野　　仁　　鈴木善太郎　　石澤　秀夫 議長１１月１１日（金） 本沢コミュニティセンター

１１月８日（火） 江南公民館 ◎高橋　公夫（厚生）　　　　　○田中　英子（総務）
　浅野　弥史　　松田　孝男　　伊藤美代子　　斎藤　淳一
　尾形　源二　　斎藤　武弘 副議長１１月１１日（金） 村木沢コミュニティセンター

１１月８日（火） 元木公民館 ◎伊藤　香織（産業文教）　　　○阿曽　　隆（厚生）
　髙橋　昭弘　　菊地健太郎　　武田　新世　　斉藤　栄治
　渡辺　　元　　丸子　善弘１１月１１日（金） 山寺コミュニティセンター

１１月８日（火） 東部公民館 ◎遠藤　和典（環境建設）　　　○佐藤　秀明（産業文教）
　佐藤亜希子　　武田　　聡　　中野　信吾　　折原　政信
　加藤　　孝　　須貝　太郎１１月１１日（金） 鈴川コミュニティセンター

※どの会場でも参加できます。 ◎…常任委員会委員長　○…常任委員会副委員長

≪議会報告会≫

議員と意見交換をしませんか？
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